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2015年 9月 マイクロクレジット・フードバンク研究会
2016年11月 フードバンク検討会
2017年 4月 フードバク設立準備会
2018年 2月 一般社団法人フードバンクかながわ設立
2018年 4月 事業運営開始
2018年10月 公益社団法人となる

かながわ勤労者ボランティアネットワーク
神奈川県生活協同組合連合会
神奈川県農業協同組合中央会
神奈川県労働者福祉協議会
公益財団法人かながわ生き活き市民基金
公益財団法人横浜YMCA

生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ
生活協同組合ユーコープ
生活クラブ生活協同組合
こくみん共済 COOP 神奈川
中央労金神奈川県本部
（特非）参加型システム研究所
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【構成団体】
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事業系【外食産業・製造業・卸売業・小売業】の食品ロスの例

売れ残り
店舗で売れ残ったもの

仕込みすぎ
飲食店で仕込みすぎた料理

食べ残し
飲食店で客が食べ残したもの

納品期限切れ

欠品を防ぐために多く仕入れ
た商品のうち、期限切れなど
で販売できなくなったもの、企
業の商習慣（1/3ルール）など。

破損品

輸送過程で中身は何
ともなくても、外箱が
破損したり汚れて販
売できなくなったもの

規格外品

製造過程での印字ミス
（賞味期限、消費期限な
ど）や型くずれ等により販
売できなくなった食品

製造や加工工程での調理くず

製造過程で食べやすい大きさや
容器に入る重量に原料をカットす
る等で必然的に廃棄される食品

1/3という
商習慣

食べられ
るのに捨
てられる

Kanagawa
Food Bank 

食品ロス問題
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（2018年）
食品ロス発生量＝２２０,０００ﾄﾝ/年

◆処理費用約８８億4800万円（１ｔ当たり40217円）
◆温室効果ｶﾞｽ排出量（CO2）＝約53,592ﾄﾝ（１ｔ当たり243.6㎏）

32.8 

16.6 

50.6 

燃やすごみの組成調査結果（2018年）

％

％

生ごみ

％

その他

資源物
（分別対象）

その他の
生ごみ

食品ロス
約５０％

220,000ﾄﾝ

食品ロスの種類と発生量（2018年度推計）

食べ残し
58%

手つかず食品

20%

過剰除去
22%

約１２７,６００ﾄﾝ

約４４,０００ﾄﾝ

約４８,４００ﾄﾝ

神奈川県環境農政局及び横浜市資源循環局のデータを基にフードバンクかながわで算出した推計値

◆処理費用約８８億4800万円（１ｔ当たり40217円）
◆温室効果ｶﾞｽ排出量（CO2）＝約53,592ﾄﾝ（１ｔ当たり243.6㎏）

食べ残し 127,600ﾄﾝ
・作りすぎ・買い過ぎ・好き嫌い・
ちょっと残し等

手つかず 44,000ﾄﾝ
調理されず、何も手がつけら
れずに廃棄される食品

過剰除去 48,400ﾄﾝ
野菜や果物の皮を厚くむきす
ぎたり、取り除きすぎたもの

◆処理費＝５１．３億円/年
●ＣＯ2 ＝３１,０８３ﾄﾝ

◆処理費＝１７．７億円/年
●ＣＯ2 ＝１０,７１８ﾄﾝ

◆処理費＝１９．５億円/年
●ＣＯ2 ＝１１,７９０ﾄﾝ

神奈川県環境農政局及び横浜市資源循環局のデータを基にフードバンクかながわで算出した推計値
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食品ロス削減推進法のポイント
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貧困問題

相対的貧困率の国際比較（対象：OECD加盟34か国）

高齢者は韓国がワースト１

日本の貧困率はワースト７

Kanagawa
Food Bank 
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【日本の貧困率】※2019年国民生活基礎調査（ＯＥＣＤ基準）

•相対的貧困率・・・・・・・・・・・１５.８％

•子どもの貧困率・・・・・・・・・・１４.0％

•子どもがいる現役世帯のうち
大人が一人の貧困率・・・・・４８.2％

※OECD（経済協力開発機構）加盟国中、最下位

•貧困線・・・・・・・・・・・・・・・・・１２２万円（可処分所得）

Kanagawa
Food Bank 

貧困問題

【神奈川県の現状】 ※2015年国勢調査等
（人口のみ2020年9月）

• ひとり親世帯数 ３３万世帯（約８８万人）

• 神奈川県の貧困率・・・・・・・・１６．７％
※山形大学戸室准教授2016年報告（2012年度）

• 神奈川県の最低生活費・・・・１４５．６万円（１人）
※全国で最も高い（東京143.7万、山梨95.8万）

• 人口・・・・・・・・・・・・・・９２１．６万人
※横浜376万、川崎154万、相模原72万、清川村3千

• 高齢化率・・・・・・・・・・ ２４．５％（全国27.4%）
※川崎市中原区15.2％、三浦市37.0％、湯河原町40.6%

Kanagawa
Food Bank 貧困問題
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生活保護を利用でき
る収入で、利用して
いる世帯は？

ドイツ：65％
スウェーデン：82％
フランス：90％

日本18％
⇒低収入でも支援を
受けていない家庭が
多い。

Kanagawa
Food Bank 

貧困問題

格差の広がり･困窮
者の増加に対し、
2015年自立支援法
ができ、自治体の窓
口が相談対応

自立に向けて必要
な人に食料を支援
する必要が出てきた

その食料はどこから
だれが調達するの
か

Kanagawa
Food Bank 

貧困問題
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寄贈者

支援団体

Kanagawa
Food Bank 

受取

運搬

Kanagawa
Food Bank 

地域ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ

食品企業等

行政・企業等

支援団体
子ども食堂
など

施設等

大規模災害時等の支援

生協店舗など一般家庭など

Kanagawa
Food Bank 

（倉庫・中継拠点）
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フードバンク倉庫
金沢区富岡東2-4-45

おうちＣＯ‐ＯＰ相模原センター
相模原市中央区田名８３０１-１

おうちＣＯ‐ＯＰ海老名センター
海老名市上今泉5-27-45

おうちＣＯ-ＯＰ藤沢センター
藤沢市石川1-5-11

生活クラブあやせ総合ｾﾝﾀｰ
綾瀬市吉岡東3-7-9

パルシステム麻生ｾﾝﾀｰ
川崎市麻生区王禅寺西5-2−14Kanagawa

Food Bank 

おうちＣＯ-ＯＰ小田原センター
小田原市前川1-3

Kanagawa
Food Bank 

おうちＣＯ-ＯＰ横浜東部ｾﾝﾀｰ
横浜市鶴見区矢向1-1-47

パルシステム平塚ｾﾝﾀｰ
平塚市小鍋島2108 ※2020年1月24日より

おうちＣＯ-ＯＰ横浜瀬谷ｾﾝﾀｰ
横浜市瀬谷区阿久和南4-3-10

※2020年1月24日より

（事前）食品の提供・譲渡に関する合意書の締結

ご寄贈頂くにあたり、受入の可否（必要量）や運搬方法確認等を事前に連絡調整させていただきます。

ご寄贈頂く品名・数量等の確定後、寄贈申込書（Excelﾌｧｲﾙ）にJANｺｰﾄﾞ、品名、規格、アレルゲン情報等
をご入力いただき、メールにてご送付願います。頂いた商品情報をフードバンクの入出庫管理システム

にデータ取込を行い、ﾄﾚｰｽｱﾋﾞﾘﾃｨ確保に努めますので、ご協力の程、お願い申し上げます。

原則として、ご寄贈者様によりフードバンクかながわ倉庫（横浜市金沢区）まで、配送をお願いします。

※２ｔ以内で近隣の場合は、フードバンクかながわの小型トラックにて、引取も可能です（要相談）。

ご寄贈頂いた食品は、入出庫管理システムにて管理・保管し、行政や社会福祉協議会、支援団体に

分配（出庫）します。支援団体等を通じて、食の支援が必要な方々にお渡しします。

原則として、当法人から直接、個人にお渡しすることはしません。

Kanagawa
Food Bank 
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入 出 庫 処 理 の 流 れ （トレーサビリティ確保のために）

入庫

商品

１．ハンディで商品バーコード、消味期限をスキャンし、数量を入力
２．カイゼンへデータを送信、プリンタよりロット番号ラベル発行
３．商品へロット番号ラベルを貼り付け入庫
４．商品マスタに未登録の場合、後追いでマスタ登録を行う

商品

23

Kanagawa
Food Bank 

１．ハンディでロット番号ラベルのバーコードをスキャン、出庫数量を入力
２．カイゼンとロット番号・出庫数量をチェックし、チェックＯＫの場合、

利用団体別の出庫伝票を発行（PDF⇒ﾒｰﾙ添付送付）
３．◆利用団体は、FB倉庫受取時に出庫伝票に受取サイン

◆「中継拠点」では、受取（入館）証明書とする⇒団体保管場所にて検品後、
受取サインし、フードバンクへFAX又はﾒｰﾙ送信

入庫処理

出庫

利用団体別
出庫伝票発行

出庫伝票
利用団体へ送付

出庫処理

ＱＲｺｰﾄﾞラベル発行

食品提供（利用団体登録）の流れ

食品の受取を希望される団体は、登録申請書を提出。

フードバンク事務局が現地を訪問し、食品の保管場所、管理方法、

活動内容を確認の上、申請団体に利用登録の可否を連絡。

法人の事業推進委員会での承認後、以下の手続きを行う。

Kanagawa
Food Bank 
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フードバンクかながわを利用するための団体要件
① 食品は、食の支援を必要としている方々を支える非営利団体又は行政機関であり、
併せて、少なくとも月１回以上、支援活動等を実施していること。
② 提供食品が受取団体・施設等の収益事業に全量使用される場合は提供しません。

③ 当法人の倉庫または、指定する中継拠点（食品等受取所場所）までの受取運搬体制が
ある、または、宅配便等の送料負担（着払い）が可能な団体で、かつ、提供食品を安全に保
管（ｽﾄｯｸ）する場所があること。

④ 別紙の「利用団体登録申込書」を送付いただき事前確認の上、「合意書」締結後、食品
分配を開始します。

⑤ 別紙の「提供食品利用報告書」（個人情報記載の必要はありません）を毎月、提出でき
ること。

⑥ 地域フードバンク等で個人のほか団体等へも支援している場合は、在庫・入出庫管理
ができ、記録していること。

※子ども食堂等の要件

上記の要件と併せて、食品を安全に保管できる場所があり、管理担当者を決めていること、衛生管理担当者を決め
ていることなどの要件（詳しくは利用案内書を参照）を満たす団体に限り、食品を分配します。

2020年12月15日現在

•正会員団体 １１団体：３０５口（１口５万円）

•賛助会員入会状況
（１） 団体会員 １６４（団体）：５９０口（１口１万円）

（２） 個人会員 ２２８名： １,０１７口（１口千円）

・寄付金（累計）
２５団体４１名 21,675,261円（2020年度:10,301,818円）

•合意書締結状況
（１） 食品寄贈事業者 １３４社（団体）
（２） 食品受取（行政・社協） ４９団体
（３） 食品受取団体 １４８団体

Kanagawa
Food Bank 
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2018.4.1～2020.12.15の寄贈量と提供量
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（㎏）入庫重量 出庫重量

2019年度

2020年度
2018年度実績（4.1-3.31）
寄贈重量＝ ４６,３９４㎏（286,391点）
提供重量＝ ３９,７８１㎏（246,601点）

2019年度実績（4.1-3.31）
寄贈重量＝ ９６,９６８㎏（276,805点）
提供重量＝ ９１,９０５㎏（272,475点）

2020年度実績（4.1-12.15）

寄贈重量＝ １４４,８５８㎏（553,149点）
提供重量＝ １４２,５０５㎏（550,624点）

2018年度

主な寄贈食品の内訳（2020.12.15現在）

【2019年度4.1-3.31】 【2020年度4.1-12.15】

•個人寄贈（フードドライブ） １５,９６３㎏ １９,１３９㎏
•防災備蓄品 ２１,６５４㎏ ２４,４３０㎏
•お米（精米、玄米、もち米） ２１,９５０㎏ ２７,９０８㎏
2019【ﾐﾂﾊｼ7200、※生協11928、※ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ2822】
2020【ﾐﾂﾊｼ5100、※生協14872、※ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ7936】※学校給食関係はＦＤに含む

•協同組合関係（ＦＤ含まず、米含む） ３１,３３０㎏ ３５,６５４㎏
•その他の事業者 ２０,８２２㎏ ６０,５３５㎏

※重複掲載
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7/29川崎労福協親子セミナー

7/31森村学園高等部のみなさん

7/22 第一学院高校の生徒2年生と先生

7/19高校生ボランティア7/13健康づくりリーダー養成検討委員会

8/2ﾕｰｺｰﾌﾟ横浜南２ｴﾘｱ 親子deﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ

8/16小学5年生とお父さん＝夏休みの自由課題
（食品ロス）

8/16ﾕｰｺｰﾌﾟの夏季ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ 回収１回目と
生活クラブ組合員さんによる仕分け作業（ボランティア）

8/19神奈川ゆめコープの２センター（宮前、横浜北）の
ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ回収分＝カゴ車７台

8/14高校3年生と小学4年生
（とお母さん）8/6タニタフィッツミー井土ヶ谷

店の浅野店長が693点137㎏
ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ品を持参ください
ました。
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8/27 横浜銀行の杉田・金沢エリア９店舗の行員によるフー
ドドライブ品を南部地域本部長の窪田執行役員と杉田支店・
南部市場支店の矢野支店長がフードバンク倉庫まで運搬く
ださいました。

9/6 横浜銀行本店にて鈴木地域戦略統括部長より本店行員によるフードドライブ
品を受け取る山口理事（ﾕｰｺｰﾌﾟ）

9/11 東海大学の学生４名が、
㈱ミツハシの幸浦精米工場見学
の後、フードバンク倉庫にて、
フードドライブ品の点検・仕分等
のお手伝い（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）をしてくだ
さいました。

- 16-



Kanagawa
Food Bank 

青首大根２４８０本をフードバンクかながわを通じて、子ども食堂
や地域フードバンク等に提供されました。
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増える寄贈
食品ロス削減
一日入荷として最高の１０.８トン
コカ・コーラ 飲み物 7.5トン
鎌倉紅谷 クルミっ子 3.3トン

セブンイレブンから
セブンプレミアムの提供
県社協を通じてセブンプレミアムから
様々な食品が寄贈されています。カルバ
ス、缶詰43,200缶6トン以上を寄贈

給食用の牛乳
休校により給食用牛乳が余剰となり、全農

はロングライフ牛乳200ｍｌ(賞味期限約2か
月）にして農水省経由で提供する。
5月半ばから取り組み予定。
機内提供品
飛行機の便数が減り、提供できない機内飲

み物・おつまみをデルタ航空が提供
イベント中止
合同会社rakusouより特別仕様の
ラムネ（飲料）7500本を寄贈。

農水省仲介

販売期限・イベント中止等に
よる寄贈
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LL牛乳

日本食研焼きビーフン ヨード卵スープかぼちゃのクロワッサン

パルシステム神奈川
拡大用砂糖

日本食研 カレールー 日本食研鍋スープ

メリーチョコレート

フードバンクかながわは
寄贈と提供マッチング

㈱ツクイ創業50周年記念
DAY・マリノス・フロンターレ戦
で配布予定だったお菓子（森
永ハイチュー特別仕様）1万
個を寄贈。フードバンクかな
がわでは、今急増中の学生
支援、子ども支援に活用。

鎌倉紅谷 追加寄贈 8t強
3850万円分の銘菓を寄贈。
コロナ重症感謝を24時間受け
入れる横浜市立医大病院に
1t分を贈呈
エレベーターがきしみ、管理
課から電話が・・

給食用お米 649㎏の寄贈
開成町で2つの小学校で使
う予定の給食用米が余剰
となり、寄贈
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鎌倉紅谷
新型コロナに立ち向かう医療従事者を応援する
医師・看護師をはじめとする医療従事者の方々を応援しようと、鎌
倉紅谷から寄贈されたクルミっ子などのお菓子を病院へお届けし大
変喜ばれた。応援・感謝の気持ちはあっても県内の医療機関のどこ
に・誰に届けたらいいのかと悩むところ。フードバンクかながわの
構成団体には、医療生協、JA協同病院、自治労などにつながりがあ
りスピーディに取り組めた。
JA伊勢原協同病院/相模原協同病院/横浜市大病院/市大付属市民総

合医療センター/川崎医療生協/神奈川みなみ医療生協/医療生協かな
がわ/神奈川北央医療生協/日本鋼管病院川崎/川崎市立病院（5/1）
の7710名の方々、６月には神奈川県立こども医療センタ－にも
感謝/応援の気持ちと併せてクルミっ子をお届けした。（延べ15100
名）

医
療
従
事
者

よこすかなかながや 24時間365日の居場所をめざす和田信一さん
なかながやは（通常）平日朝食、週3回の夕食を提供

• 2/28の休校要請ですぐに弁当配
布に動く 学校長、教育委員会
にかけあい、閉鎖中のコミュニ
ティセンターの調理室の借用・こ
どもへの広報の協力を獲得

• 3/6より最初20食からはじめ、
5/1終了までに週5日2579食を作
り続けた

• 5/1よりコロナ感染者支援の買い
物代行と居場所を実施

コロナ禍での
フードバンクかながわと各支援団体の活動状況
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フードパントリーいろいろ（食品提供・配布）

例NPO法人ちゃっと

こども食堂ができなくなり、増えたのが食品を袋詰めにして提
供する形のパントリー。提供日・時間・場所を決め、つながりの
ある人々を中心に広報する。
1世帯2袋、近隣農家提供の野菜の袋もつくった。
こども全員に渡すお菓子も用意。

フードパントリー

キッズカフェ杉田

４年前から杉田キリスト教会で子ども食堂を開催。コロナ下
でフードパントリー活動を始めた。食堂参加者の電話番号を
頼りに月1~3回、15~25世帯、40人から70人に届けている。
コロナ下では孤立する家庭が増え、何かあったら相談してく
ださいとの声かけを大切に訪問。困難な毎日を乗り切るた
めの食品と絆をお届けしている。
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学生支援1
• 横須賀市福祉専門官北見万幸さんは市内の
大学に通う学生がコロナ拡大防止により、アル
バイト収入が絶たれる、親や兄弟の収入が減
るなどで困難に陥っているのを知った。

• 県立福祉保健大学の学生の3割が奨学金を受
給している。

• 自立支援制度の居住確保給付金従来は学生
は非対象だったが、コロナ禍で、アルバイト学
生や子どもを預けて働けない人にも適用になっ
たが、利用しにくい学生への支援施策の必要
性に気づいたという。

朝日新聞デジタルより

行
政

学生支援２
• 横浜市社協は苦境にたつ学生を食で支援する寄付を実施し、初日の22日は横浜市健康福
祉総合センターで事前予約の170名がキャリーバッグなどを持参して受け取った。米、カレー、
スープ、カップ麺、そばなどを200名分提供。

• 六角橋町内会自治連合会との連携でも実施。

社
協
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学生支援３
• 相模原市はJA相模原市、地域のフードバンク・フードコ
ミュニティなどの市民団体と連携して、市内の学生を対
象に、食品支援を開始、初日246名から4日目には500
名に達した。それ以降も100名超が訪れる。フードバンク
かながわからは毎週2回提供。野菜の提供もあり、学生
からは継続を希望。7月については検討中。

行
政

学生支援４
6月27日金沢区社協主催による学生
への食品提供支援が行われた。予定
人数は100名で大学からの一斉メー
ルで情報提供したところ41分で満杯。
7割が横浜市立大学生、3割が関東学
院大学生。米1.5㎏2袋、レトルト食
品、缶詰、飲み物、菓子類などを提
供。事前にプラスチックバッグに入
れて手渡した。フードバンクかなが
わから1.4トンの食品を提供

＜関東学院大学４年生家賃は実家
からの仕送り。生活費はバイトで
稼いでいる。コロナでバイトがな
くなり、その間は実家に援助して
もらった。今は部活も始まり、生
活費を稼ぐためにバイトを始めな
ければならない。就職は未だ決
まっていない。

社
協
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川崎市の食支援

学生支援５川崎市社協

• 新型コロナウイルスによるアルバイトの
収入減などで生活苦に陥っている学生
を支援しようと、川崎市社会福祉協議会
が12月19日（土）、食料を無償提供する。
会場はエポックなかはらで、10時から12
時と、13時から15時の２部制。200人分

• 対象は、新型コロナの影響で生活に
困っている市内在住または在学の主に
一人暮らしの学生。地域の関係機関や
企業などから寄付された白米やレトルト
食品、缶詰などを１週間分ほど配布する。
同日、福祉職のアルバイト紹介や、学生
の悩みに直接応じる相談窓口も設置。
担当者は「友人や知人にも情報を広め
ていただければ」と話す。

• タウンニュース中原web版 12/4
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横浜市子ども青少年局/資源循環局
横浜市社協
川崎市社協

横浜市社協
「ヨコ寄付」200万円目標活用
新型コロナウイルス感染症対策の影響
等により食べる事に困っているひとり親家
庭の子どもを支える取り組み。子どもの
いるひとり親世帯で食の支援が必要な
方へ、7日分程度の食品と支援機関パ
ンフレット等を、宅配によりお届け。

横浜市
ぱくサポ（ひとり親世帯サポート事業
食品提供会）毎月市内各区で、ひと
り親世帯の方を対象とする食品の提
供会を実施。
提供会の実施日 時や提供を受けた
い方のお申込み方法などに関する情
報は、「横浜市母子寡婦福祉会」の
ホームペ ージで

川崎市社協
食糧支援かわさき
支援機関がかかわっているコロナによ
り食支援を必要な人
関係機関から提供

ひとり親
支援

行
政

ひとり親世帯への支援・・障がい者の就労の
場をつくる

• フードバンクかながわが集めた食品は、港南区のそよ風南の家がセットして、主にシングルマザー世帯に社
協が届けます。

• 一つ一つにお手紙を入れます。

社
協
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中でも米が足りない

生活クラブ生協は1000万円
の基金を作り、山形産米25t
と物流費を寄付。フードバンク
かながわは7tの寄贈を受けた。

フードバンクかながわはミツハシライスさ
ん・ユーコープさんからの定期提供を
受けており、米の寄贈は豊富なフード
バンク。
しかし、4月以降ニーズが1.5から3倍
となり、さすがに米が足りなくなった。
学校給食休止でで余剰となった米の
提供、報道で不足を知りネットで購
入して寄贈してくれた人もあり、ありが
たかった。

平塚市の山口農園さんはディ
ズニーランドが閉園となり提
供できなくなった県産米特A
はるみ300㎏を寄贈

都筑区の林田さんは特別定額給付金の
10万円×2でお米525㎏を寄付横須賀の松川さんはお米を持

参

お米一合運動とJAの寄付
横浜労福協 チャリティゴルフ138㎏ チャリティフェスタ64㎏
浜教組43㎏ 日産テクノ労組28kg 相模原労福協 川崎労福協・・
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•
•

コロナ禍でフードドライブは縮小化

• ユーコープ 全80店舗で7月8月2か月
実施

• パルシステム神奈川ゆめコープ センター
ごとに回収 6月から順次

• 生活クラブ 8月宅配便によるフードドラ
イブ呼びかけ。デポは1週間実施

• ヨーカドー18店舗で常設のボックスを設
置。

• 金沢区役所実施。鶴見区役所、横浜
市役所でもフードドライブ実施予定

2020年5月

2020年８月

8月18日現在
フードドライブの棚はガラガ
ラになってきました。需要が
供給をうわ回っています。
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拡がるフードドライブ
• ヨーカドー 18店舗で常設
• ユーコープ 22店舗で常設
•自治体の回収

ｲｵﾝ金沢ｼｰｻｲﾄﾞ店ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ イオン八景島店フードドライブ

横浜市中区役所防災備蓄品 横浜市栄区役所フードドライブ

横浜市港南区役所フードドライブ

横浜YMCAﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ
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9/29資源循環局港南事務所 9/8港南区役所

イトーヨーカドー洋光台店とイオン金沢八景店

2020.4.1-12.15フードドライブ実績
ユーコープ 79店舗・・・・・・・・・・・・・・・・４１５５㎏
パルシステム神奈川・・・・・・・・・・・・・・・２０１８㎏
生活クラブ生協・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８３４㎏
その他生協（富士ﾌｲﾙﾑ・県連）・・・・・・・ １５２㎏
労働関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６７７㎏
ＪＡ関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２５４㎏

横浜市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５６０㎏
横須賀市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３３０㎏
藤沢市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５８㎏
神奈川県・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３㎏
イトーヨーカドー18店舗・・・・・・・・・・・・・２８５１㎏
ヨークマート1店舗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３２㎏
イオン2店舗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４１㎏
その他の団体・企業・・・・・・・・・・・・・・・ １５９１㎏
個 人 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３６０３㎏

合計：１９,１３９㎏

8/7.10横浜市立大学ボランティア支援室の呼びかけで、学生
15名がフードドライブ寄贈食品の点検・仕分やお米の小分け
袋詰め作業のお手伝いをしていただきました。

10/19 葉山町の山梨町長（写真上右
側）が食品寄贈合意書と寄贈食品を
持参板できました
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◆写真右：8/28
ＪＰ労組南関東地
方本部より15名が
体験研修に参加。

◆写真左：9/1
自治労神奈川県本
部より備蓄品寄贈。

8/5篠原豪衆議院議員来訪 8/28横浜銀行 矢野支店長

9/30かながわ学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連合と
ｲﾄｰﾖｰｶ堂ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ325.53㎏ 9/18神奈川県資源循環推進課ﾌｰﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ

11/2 ちゃりＴｅａ屋♪ 熊本支援の食品を引取

10/20フロンティア物産（大阪）
よりチョコ164.4㎏寄贈
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中区役所防災備蓄品 栄区役所フードドライブ

港南区役所フードドライブイオン金沢八景店フードドライブイオン金沢シーサイド店フードドライブ

横浜ＹＭＣＡフードドライブ

フードバンクの研修で大学合格 金沢区社協の学生支援を受けた留
学生がボランティアに

東海大学生インターンシップ

マスクマンのマスクと
お菓子
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㈱クラダシより うどん2000食寄贈

アセンチュアの防災パック寄贈

JA湘南 フードドライブ

なかながやさんにマスクマンの子ども用マスクとクリス
マスのお菓子

たすけあい結にクリスマスのお菓子、ランドセルも
「うれしい、どんなに喜ぶでしょう。。感動しています」

養護施設鎌倉児
童ホームと幸保
児童園に
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地域フードバンクの１つでもある「お福分けの会」（横浜市瀬谷区）
では、ひとり親家庭を中心に約９０世帯300名）に毎週食支援を行っ
ています。

配布場所は現在１２か所で、世帯構成にあわせて箱詰め、仕分け
作業は、利用者のみなさんも一緒に行っています。

お米を頂けるようになってから、炊飯器の中
にご飯がある状態になりました。子どもはそ
れがうれしくて、しょっちゅう炊飯器を開けて
確認しています。子どもの笑顔も見れるよう
になりました。ありがとうございました。

ごはんを食べさせることができるようになり、子ども
が少しですがふっくらとしてきて子どもらしくなってき

ました。とてもうれしい出来事です。

。

。

。

。

中学生の子どもにおにぎりだけですが、お昼ごは
んを持たせてあげられるようになりました。それま
では保健室に行ったりトイレに行ったりとしていた
そうです。子どもも毎日嬉しそうに学校に行くように
なりました。

果物や野菜など新鮮な物を頂くことが出来ていま
す。特に果物やお菓子などは買うこともできないの
でとてもありがたいとおもっています。いろいろな食べ物を頂けているので、食べ物

のレパートリーが増えました。子どもも毎回
「これ何？」と聞きながら食べています。学校
で恥ずかしい思いをすることも少なくなってき
たようです。

子どもに朝ご飯を食べさせることができる
ようになりました。それまでは朝は食べず
に、給食まで我慢していました。ありがとう
ございました。

運動会の時にお弁当を作ってもっていきまし
た。いつもより多いおにぎりやおかずに子ども
達は大喜びでした。私も楽しい時間を過ごせ
ました。

。

ごはんを食べさせることができるようになり、
子どもが少しですがふっくらとしてきて子ど
もらしくなってきました。とてもうれしい出来
事です。

あ
り
が
と
う

の

声
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●うちは中学生・高校生の育ち盛り食欲旺盛で食費がかかっていたので、とても感謝しております。感動して一人で
泣いてしまいました。子供たちにばれないように。自分が置かれている環境事実を改めて再確認しました。皆様に支
えられているんだなぁと思いました。（ひとり親世帯）

●毎日働きながらの子育ても終盤に差し掛かり、手間はかからなくなりましたが、金銭面や自分が倒れたら困るなどの
不安にさいなまれます。この支援が寄付によるものと知り、大変温かい気持ちになりました。（ひとり親世帯）

●コロナの影響で減給のうえ、シフトも減り先行き不安な中、今回の支援を知りました。昨今は母子家庭に対する風
当たりも強く助けを求めることがはばかられていましたが、たすけてくださる方々がいるということがとても心強かったで
す。（ひとり親世帯）

●仕事から帰ってきて、ご飯作らなきゃ。お米が減ってきてるな、と考えていた時にピンポンがなり、届きました。たくさん
の食料、お菓子そしてメッセージの紙。すごく励まされました。このご時世ですが、頑張ろうと改めて感じました。

●普段は買えないようなおいしそうなお米や,子どもが喜ぶおやつまで。大切に頂きたいと思います。レトルト食品もとて
も助かります。

学生からのありがとうの声
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公益社団法人フードバンクかながわ

236‐0051 横浜市金沢区富岡東2-4-45

Tel 045-349-5803
Fax  045-349-5804
Mail info@ｆｂ-ｋａｎａｇａｗａ.ｃｏｍ
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